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＜参考＞ 

１．国際勧告等との関係 
 本標準は、１９９５年５月のＩＴＵ－Ｔ ＳＧ１１会合において承認されたＩＴＵ－Ｔ勧告草案Ｑ．２９

６１．１をベースとし、１９９５年７月のＩＴＵ－Ｔ Ｂ－ＩＳＤＮ信号方式専門家会合（ヘルシンキ）で

合意された変更を盛込んだ勧告草案に準拠したものである。 

 

２．上記国際勧告等に対する追加項目等 
2.1 オプション選択項目 
 な し。 

 

2.2 ナショナルマター項目 
 な し。 

 

2.3 その他 
  (1) 本標準は上記ＩＴＵ－Ｔ勧告に対し、下記の項目を削除している。 

   (a) 付録 I ：追加定義（使用量パラメータ制御およびサステナブルセルレートと最大バースト長の定

義） 

   (b) 付録 II ：ジェネリックセルレートアルゴリズム（ＧＣＲＡ） 

   (c) 付録 III ： ピークセルレートとサステナブルセルレート指定時の最大バースト長と内在バースト許

容値の関係 

   これらの項目を削除した理由は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２９６１．１（１９９５年版）には、将来ＩＴ

Ｕ－Ｔ勧告Ｉ．３７１が改版された時はそこでの記述が優先されるという条件付きで上記の付録が添付

されているが、その条件によるとこれらの付録は将来削除されることとなるためである。 

   (d) 付録 IV．１：ＡＴＭレイヤトラヒックハンドリング能力 

   この項目を削除した理由は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２９６１．１（１９９５年版）の付録 IV．１には、

「将来のＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２９６１．１パート２で記述される予定のＡＴＭレイヤトラヒックハンド

リング能力が、将来のＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３７１の改版との記述と１対１に対応するとは限らない。」

という記述があるが、その内容は技術的なものではなく、標準として規定する必要が無いためである。 

 

2.4 源勧告と章立ての構成比較 
 上記より、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２９６１．１（１９９５年版）付録 IV．２で記述されている網特有コード 

 値に関する記述を本標準では付録Ｉとして規定する。 

 

３．改版の履歴 
 

版 数 制 定 日 改  版  内  容 

第１版 １９９７年１１月２６日 ＪＴ－Ｑ２９６１の廃止による制定 

 

４．工業所有権   
 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧に

なれます。 

 

５．注意事項 
（１）本標準で提供可能なＡＴＭトラヒック記述子情報要素の組み合わせが本文中では不明確である。明確

化のため提供可能な組み合わせを表１に示す。 
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表１　本標準で提供可能なＡＴＭトラヒック記述子情報要素の組み合わせ

ＰＣＲ ＳＣＲ ＭＢＳ タギング

CLP=0 CLP=0+1 CLP=0 CLP=0+1 CLP=0 CLP=0+1 オプション

パターン１ － ○ － － － － －

パターン２ ○ ○ － － － － －

パターン３ ○ ○ － － － － ○

パターン４ － ○ － ○ － ○ －

パターン５ － ○ ○ － ○ － －

パターン６ － ○ ○ － ○ － ○

　○：指定する

　－：指定しない
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概要

　本標準はディジタル加入者線信号方式ＮＯ．２（ＤＳＳ２）による標準ＪＴ－Ｉ４１３[1]で定義される

ＴＢ参照点、またはＳＢ及びＴＢが一致する参照点における広帯域ＩＳＤＮ（Ｂ－ＩＳＤＮ）用の追加トラ

ヒックパラメータのサポートを規定対象とする。本標準は、追加能力に関連する、ここで示されるＡＴＭ

トラヒックをサポートするために必要なＤＳＳ２プロトコル手順、フォーマット、機能を定義している。

　本標準は、Ｂ－ＩＳＤＮのユーザ・網インタフェースにおける基本呼／コネクション制御のための標準

ＪＴ－Ｑ２９３１[2]の規定に加えて追加トラヒックパラメータの信号方式を規定する。追加トラヒックパ

ラメータは、標準ＪＴ－Ｆ８１１[3]に規定される広帯域コネクションオリエンテッドベアラサービス（Ｂ

ＣＯＢ）、特にベアラサービスクラス“Ｃ”（タイミング要求無しのＶＢＲ）と“Ｘ”をサポートする。

　本標準はＴＴＣ標準のＤＳＳ２標準群の一部である。本標準は標準ＪＴ－Ｑ２９３１[2]の拡張を規定し

ており、その中に含まれる状態、情報要素、メッセージ及び手順は再規定せず、追加トラヒックパラメー

タ表示に関する拡張のみを規定する。

　本標準はトラヒックパラメータの交渉と変更／再交渉のための手順は規定対象としていない。

　本標準は複数パートからなり、パート１は標準ＪＴ－Ｉ３７１[4]で規定されるサステナブルセルレート

(SCR)のパラメータセットとタギングオプションのサポートに必要な追加パラメータのみを規定対象とする。

その他のパートは、将来の標準ＪＴ－Ｉ３７１[4]において定義されるトラヒックハンドリング能力のため

の追加トラヒックパラメータのサポートを規定する予定である。

パート１　 サステナブルセルレートパラメータセットとタギングオプションのためのトラヒッ

クパラメータをサポートするための追加信号能力

１．１　範囲

　標準ＪＴ－Ｑ２９６１．１は、標準ＪＴ－Ｉ４１３[1]で定義されるＴＢ参照点、またはＳＢ及びＴＢが

一致する参照点における、ディジタル加入者線信号方式ＮＯ．２（ＤＳＳ２）による広帯域ＩＳＤＮ（Ｂ

－ＩＳＤＮ）用の追加トラヒックパラメータのサポートを規定対象とする。本標準は、追加能力に関連す

る、ここで示されるＡＴＭトラヒックをサポートするために必要なＤＳＳ２プロトコル手順、フォーマッ

ト、機能を定義している。

　本標準はＴＴＣ標準のＤＳＳ２標準群の一部である。本標準は標準ＪＴ－Ｑ２９３１[2]の拡張を規定し

ており、その中に含まれる状態、情報要素、メッセージ及び手順は再規定せず、追加トラヒックパラメー

タ表示に関する拡張のみを規定する。

　本パートは、標準ＪＴ－Ｉ３７１[4]で定義されるＳＣＲパラメータセットとタギングオプションの提供

に必要となる追加トラヒックパラメータをサポートするための能力を定義している。

　本標準ではトラヒックパラメータの交渉と変更／再交渉のための手順は規定対象としていない。

１．２　参考文献

　以下のＴＴＣ標準とその他の参考文献は、本標準中で参照されることにより本標準の規定を構成する。

全ての参考文献は改訂されうる。そのため、本標準の利用者は、以下に示した参考文献の最新版を参照す

べきである。現在の有効なＴＴＣ標準及びＩＴＵ－Ｔ勧告の一覧は正式に出版されている。

[1] ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４１３： 広帯域ＩＳＤＮ　ユーザ・網インタフェース　規定点及びインタフェー

ス構造

[2] ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２９３１：広帯域ＩＳＤＮ　ユーザ・網インタフェ－ス　レイヤ３仕様　基本呼

／コネクション制御

[3] ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｆ８１１： 広帯域コネクションオリエンテッドベアラサービス
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[4] ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３７１： 広帯域ＩＳＤＮに於けるトラヒック制御と輻輳制御

[5] ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ１５０： 広帯域ＩＳＤＮのＡＴＭ機能特性

[6] ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３６１： 広帯域ＩＳＤＮのＡＴＭレイヤ

[7] ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２９５１：Stage3 Description for Number Identification Supplementary Services Using

B-ISDN DSS2

[8] ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２９５７：Stage3 Description for Additional Information Transfer Supplementary Servi-

ces Using B-ISDN DSS2

１．３　定義

　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２９３１[2]付属資料Ｊの定義が適用される。本標準の目的のため、以下の定義を加

えて適用する。

セル損失優先表示（ＣＬＰ）： 各ＡＴＭセルのヘッダ中の１ビットの表示である。このビット表示は、

ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ１５０[5]で定義されるように、ユーザが２つの異な

るセル損失率のトラヒックフローを生成するために使われうる。

トラヒック契約： トラヒック契約は、Ｂ－ＩＳＤＮユーザ・網インタフェ－ス（ＴＴＣ標

準ＪＴ－Ｉ３７１[4]参照）のＡＴＭレイヤコネクションに対する交渉さ

れたトラヒックとＱＯＳの特性を規定する。

トラヒック制御： ＡＴＭレイヤのトラヒック制御とは、輻輳状態となる事を避けるために

網によりとられる一連の動作をいう。トラヒック制御機能の一覧はＴＴ

Ｃ標準ＪＴ－Ｉ３７１[4]で示される。

トラヒックパラメータ： トラヒックパラメータは、ある特定のトラヒックの側面を示すものであ

る。その表記方法には定量的または定性的なものがある。トラヒックパ

ラメータは、例えば、ピークセルレート、サステナブルセルレート、最

大バースト長等として記述される。

タギング： タギングにより、ＣＬＰ＝０のフローに対して動作するＵＰＣ機能によ

り不適合と判断されたＣＬＰ＝０のセルはＣＬＰ＝１セルに変換され、

そのセルはＣＬＰ＝０＋１のトラヒックフローがＵＰＣメカニズムに入

る前に、ユーザから送出されたＣＬＰ＝１のトラヒックフローと合流さ

せられる。（標準ＪＴ－Ｉ３７１[4]参照）

１．４　略語

　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２９３１[2]付属資料Ｊの略語を適用する。本標準の目的のため、以下の略語を加え

て適用する。

ＣＡＣ Connection Admission Control コネクション受付制御

ＣＤＶ Cell Delay Variation セル遅延変動

ＣＬＲ Cell Loss Ratio セル損失率

ＧＣＲＡ Generic Cell Rate Algorithm ジェネリックセルレートアルゴリズム

ＭＢＳ Maximum Burst Size 最大バースト長

ＩＢＴ Intrinsic Burst Tolerance 内在バースト許容値

ＮＰＣ Network Paramter Control ネットワークパラメータ制御

ＰＣＲ Peak Cell Rate ピークセルレート

ＳＣＲ Sustainable Cell Rate サステナブルセルレート

ＵＰＣ Usage Parameter Control 使用量パラメータ制御
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１．５　概要

　本節は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２９３１[2]により既に規定される規定の他に追加トラヒックパラメータの

信号方式について規定する。特に、以下の追加能力を規定する。

　 (1) サステナブルセルレートパラメータ群（ＳＣＲ、ＭＢＳ）を用いた統計的多重のためのトラヒック

パラメータのサポート。

　 (2) タギングオプションの使用。

１．６　運用上の要求条件

1.6.1　サービス提供／取消

　追加トラヒックパラメータは、サービス提供者との事前の契約無しに、本標準の規定に従いユーザによっ

て信号メッセージ中に含まれうる。

1.6.2　発側の網に対する要求条件

　１．９節に従う手順を適用しなければならない。

1.6.3　着側の網に対する要求条件

　１．９節に従う手順を適用しなければならない。

１．７　プリミティブと状態定義

1.7.1　プリミティブ定義

　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２９３１[2]８章を適用しなければならない。

1.7.2　呼状態

　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２９３１[2]２章を参照する。呼状態の追加定義はない。

１．８　コーディング必要条件

1.8.1　メッセージ

　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２９３１[2]３．１節に加える追加メッセージは規定しない。追加トラヒックパラメー

タをサポートする既存のＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２９３１[2]メッセージを以下で記述する。

1.8.1.1　「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）

　「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージ中に含まれるＡＴＭトラヒック記述子情報要素の最大長のみが、

追加トラヒック記述子パラメータを含む事を許容するため２０から３０オクテットに変更される。

1.8.1.2　「応答」（ＣＯＮＮｅｃｔ）

　本メッセージは、着信ユーザが呼を受け付けたことを示すため、着信ユーザから網へ、また網から発信

ユーザへ送信される。表３－２／ＪＴ－Ｑ２９３１に示されるメッセージ構造への追加を表１／ＪＴ－Ｑ

２９６１．１に示す。
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表１／ＪＴ－Ｑ２９６１．１　「応答」（ＣＯＮＮ）メッセージ追加内容

　　　　　　　　　　　(ITU-T Q.2961.1)

メッセージ種別： 応答

定義区間： グローバル

方向： 両方向

情報要素 参照 方向 種別 情報長

ＡＴＭトラヒック記述子 ８．２．１ 両方向 Ｏ（注１） ４～６

注１ 「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージ中に、Ｔｂパラメータが“タギング提供”に設定されたＡＴ

Ｍトラヒック記述子情報要素が含まれた場合の、ユーザから網への「応答」（ＣＯＮＮ）メッセー

ジ中に含まれる。「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージ中に、Ｔｆパラメータが“タギング要求”

に設定されたＡＴＭトラヒック記述子情報要素が含まれた場合の、網からユーザへの「応答」（Ｃ

ＯＮＮ）メッセージ中に含まれる。本メッセージにおいて、この情報要素はローカルな定義区間を

持ち、また１、２、３、４、１７及び１７．１のオクテットのみを含む。

1.8.2　情報要素

　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２９３１[2]４章を参照。ＡＴＭトラヒック記述子のコーディングの拡張は、１．８．

２．１節に示される。
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1.8.2.1　ＡＴＭトラヒック記述子

　ＡＴＭトラヒック記述子情報要素は、標準ＪＴ－Ｑ２９３１により規定され、さらに図１／ＪＴ－Ｑ２

９６１．１と表２／ＪＴ－Ｑ２９６１．１に示されるように拡張される。情報要素の最大長は３０オクテッ

トである。

ビット オクテット

８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

１から８は

ＪＴ－Ｑ２９３１を

参照（注）

順方向サステナブルセルレート識別子（ＣＬＰ＝０）

１ ０ ０ ０ １ ０ ０ ０ ９＊

９．１＊

順方向サステナブルセルレート（ＣＬＰ＝０） ９．２＊

９．３＊

逆方向サステナブルセルレート識別子（ＣＬＰ＝０）

１ ０ ０ ０ １ ０ ０ １ １０＊

１０．１＊

逆方向サステナブルセルレート（ＣＬＰ＝０） １０．２＊

１０．３＊

順方向サステナブルセルレート識別子（ＣＬＰ＝０＋１）

１ ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ １１＊

１１．１＊

順方向サステナブルセルレート（ＣＬＰ＝０＋１） １１．２＊

１１．３＊

逆方向サステナブルセルレート識別子（ＣＬＰ＝０＋１）

１ ０ ０ １ ０ ０ ０ １ １２＊

１２．１＊

逆方向サステナブルセルレート（ＣＬＰ＝０＋１） １２．２＊

１２．３＊
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順方向最大バースト長識別子（ＣＬＰ＝０）

１ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ １３＊

１３．１＊

順方向最大バースト長（ＣＬＰ＝０） １３．２＊

１３．３＊

逆方向最大バースト長識別子（ＣＬＰ＝０）

１ ０ １ ０ ０ ０ ０ １ １４＊

１４．１＊

逆方向最大バースト長（ＣＬＰ＝０） １４．２＊

１４．３＊

順方向最大バースト長識別子（ＣＬＰ＝０＋１）

１ ０ １ １ ０ ０ ０ ０ １５＊

１５．１＊

順方向最大バースト長（ＣＬＰ＝０＋１） １５．２＊

１５．３＊

逆方向最大バースト長識別子（ＣＬＰ＝０＋１）

１ ０ １ １ ０ ０ ０ １ １６＊

１６．１＊

逆方向最大バースト長（ＣＬＰ＝０＋１） １６．２＊

１６．３＊

トラヒック管理オプション識別子

１ ０ １ １ １ １ １ １ １７＊

予備 Ｔｂ Ｔｆ

０ ０ ０ ０ ０ ０ １７．１＊

（注）ＡＴＭトラヒック記述子情報要素が「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージに含まれる場合、順方向

ピークセルレート（ＣＬＰ＝０＋１）および逆方向ピークセルレート（ＣＬＰ＝０＋１）は必須で

ある。また、ＡＴＭトラヒック記述子情報要素が「応答」（ＣＯＮＮ）メッセージに含まれる場合、

それらはオプションである。

図１／ＪＴ－Ｑ２９６１．１　ＡＴＭトラヒック記述子情報要素

　　　　　　　　　　　　　(ITU-T Q.2961.1)
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表２／ＪＴ－Ｑ２９６１．１　ＡＴＭトラヒック記述子情報要素

　　　　　　　　　　　　　(ITU-T Q.2961.1)

順方向／逆方向サステナブルセルレート（オクテットｉ．１－ｉ．３、但し、ｉは９－１２の値を取りう

る。）

　１秒当りのセルの数を３オクテットの整数表示で表現した値。但し、第１オクテットの８ビット目が最

上位ビットで、第３オクテットの１ビット目が最下位ビットとする。

　“順”方向は発信ユーザから着信ユーザへの方向として定義される。

　“逆”方向はその逆、即ち、着信ユーザから発信ユーザへの方向として定義される（ＴＴＣ標準ＪＴ－

Ｑ２９３１[2]付属資料Ｊ参照）

順方向／逆方向最大バースト長（オクテットｉ．１－ｉ．３、但し、ｉは１３－１６の値を取りうる。）

　最大バースト長はセルの数を３オクテット整数表示で表現した値。但し、第１オクテットの８ビット目

が最上位ビットで、第３オクテットの１ビット目が最下位ビットとする。

Ｔｂ（逆方向タギング）（オクテット１７．１）

ビット ユーザから網（注１） 網からユーザ（注２）

２

０ タギング非許容 タギング未提供

１ タギング要求 タギング提供

（注１） 着信側では、オクテット１７．１が省略された場合、デフォルト値“タギング非許容”が適用

されなければならない。発信側では、本フィールドは予備である。

（注２） 着信側では、オクテット１７．１が省略された場合、デフォルト値“タギング未提供”が適用

されなければならない。発信側では、本フィールドは予備である。

Ｔｆ（順方向タギング）（オクテット１７．１）

ビット ユーザから網（注１） 網からユーザ（注２）

１

０ タギング非許容 タギング非適用

１ タギング要求 タギング適用

（注１） 発信側では、オクテット１７．１が省略された場合、デフォルト値“タギング非許容”が適用

されなければならない。着信側では、本フィールドは予備である。

（注２） 発信側では、オクテット１７．１が省略された場合、デフォルト値“タギング非適用”が適用

されなければならない。着信側では、本フィールドは予備である。

１．９　ＳＢ及びＴＢが一致する参照点における信号手順

　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２９３１[2]５章で定義される基本呼／コネクション制御手順が適用されなければな

らない。以下の節に、ＡＴＭトラヒック記述子情報要素中に現れうる追加トラヒックパラメータを扱うた

めの追加手順のみを示す。

1.9.1　サステナブルセルレートパラメータセットを提供するための手順

　発信ユーザは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２９３１[2]５．１節及び５．２節の規定に従い、呼設定を起動する。

順方向及び逆方向トラヒックに対するトラヒックパラメータの選択規則を以下に示す：
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• ＣＬＰ＝０＋１に対するピークセルレートは必須パラメータである。

• サステナブルセルレートの値はピークセルレートの値より小さくなければならない。

• タギングオプションは、トラヒック記述子情報要素がＣＬＰ＝０のパラメータを含んでいる場合に

のみ使用できる。

• 最大バースト長と、サステナブルセルレート及びピークセルレートにも依存する内在バースト許容

値の間には関係がある。

• サステナブルセルレート及び最大バースト長は同一ＣＬＰ指定かつ同一方向に対して同時に提供さ

れなければならない。

• 順方向及び逆方向は互いに独立である。即ち、順方向に対してある一つのトラヒックパラメータの

組み合わせを用い、逆方向に別のトラヒックパラメータの組み合わせを用いてもよい。

　許容される組み合わせはＡＴＭレイヤトラヒックハンドリング能力に依存する。

1.9.2　タギングのローカルな提供のためのトラヒック管理オプションフィールドの扱い

1.9.2.1　発側インタフェースで適用可能な手順

　発信ユーザは、ＡＴＭトラヒック記述子情報要素のＴｆサブフィールドの使用によって、順方向のユー

ザプレーントラヒックに対してのタギングを要求する、または許容しないことを「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）

メッセージ中で指定することができる。（タギングの定義についてはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３７１[4]参照）

　網が、Ｔｆサブフィールドに“タギング要求”が設定された「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージを受

信した場合で、かつ網が順方向のユーザプレーントラヒックに対するタギングの適用を許容する場合、網

は呼受付時に、Ｔｆサブフィールドに“タギング適用”が設定されたＡＴＭトラヒック記述子情報要素を

「応答」（ＣＯＮＮ）メッセージ中に含めなければならない。それ以外の場合は、網はタギングを適用し

てはならず、以下の動作のうちいずれかを取らなければならない：

　 (1) 呼受付時に、Ｔｆサブフィールドに“タギング非適用”が設定されたＡＴＭトラヒック記述子情報

要素を「応答」（ＣＯＮＮ）メッセージ中に含める。

　 (2) 呼受付時に、ＡＴＭトラヒック記述子情報要素を「応答」（ＣＯＮＮ）メッセージ中に含めない。

1.9.2.2　着側インタフェースで適用可能な手順

　網が逆方向のユーザプレーントラヒックに対してタギングオプションを提供できる場合は、網は「呼設

定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージ送信時に、Ｔｂサブフィールドに“タギング提供”が設定されたトラヒッ

ク管理オプションフィールドを本メッセージ中に含めなければならない。網がタギングオプションを提供

できない場合、網は以下の動作のうちいずれかを取らなければならない：

　 (1) Ｔｂサブフィールドに“タギング未提供”が設定されたトラヒック管理オプションフィールドを「呼

設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージ中のＡＴＭトラヒック記述子情報要素中に含める。

　 (2) トラヒック管理オプションフィールドを「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージ中のＡＴＭトラヒッ

ク記述子情報要素中に含めない。

　ユーザが、Ｔｂサブフィールドに“タギング提供”が設定された「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージ

を受信した場合で、かつユーザがタギングを要求したい場合、ユーザは呼受付時に、Ｔｂサブフィールド

に“タギング要求”が設定されたＡＴＭトラヒック記述子情報要素を「応答」（ＣＯＮＮ）メッセージ中

に含めなければならない。それ以外の場合は、ユーザは以下の動作のうちいずれかを取らなければならな

い：

　 (1) Ｔｂサブフィールドに“タギング非許容”が設定されたＡＴＭトラヒック記述子情報要素を「応答」

（ＣＯＮＮ）メッセージ中に含める。

　 (2) ＡＴＭトラヒック記述子情報要素を「応答」（ＣＯＮＮ）メッセージ中に含めない。
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　網がタギングを提供できることをユーザに示した場合で、かつ、Ｔｂサブフィールドに“タギング要求”

が設定されたＡＴＭトラヒック記述子情報要素を含む「応答」（ＣＯＮＮ）メッセージを受信した場合、

網は逆方向のユーザプレーントラヒックに対してタギングを適用しなければならない。それ以外の場合は、

タギングを適用してはならない。

1.9.3　特定のエラー条件の扱い

　許容されないトラヒックパラメータの組み合わせを含むＡＴＭトラヒック記述子情報要素（１．９．１

節参照）を伴う「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセージを受信した場合、ＡＴＭトラヒック記述子情報要素

は必須情報要素内容エラー（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２９３１[2]５．６．７．２節参照）として扱われなけれ

ばならない。

１．１０　私設Ｂ－ＩＳＤＮとのインタワークのためのＴＢ参照点における信号手順

　１．９節の手順が適用されなければならない。

１．１１　その他の網とのインタワーク

1.11.1　ＪＴ－Ｑ２９６１．１能力を提供していないエンティティとの相互作用

　本標準のパート１で定義される能力を提供しないエンティティが、「呼設定」（ＳＥＴＵＰ）メッセー

ジ中に１．８．２節に定義されている追加フィールドを持つＡＴＭトラヒック記述子情報要素を受信した

場合、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２９３１[2]５．６、５．７及び５．８節に記述されている手順に従わなければ

ならない。

1.11.2　Ｎ－ＩＳＤＮとのインタワーク

　Ｎ－ＩＳＤＮエンティティと本能力とのインタワークは不可能である。

１．１２　付加サービスとの相互作用

　本標準のパート１に含まれる能力の提供は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．２９５１[7]及びＱ．２９５７[9]で規定

されるＣＬＩＰ、ＣＬＩＲ、ＣＯＬＰ、ＣＯＬＲ、ＤＤＩ、ＳＵＢ、ＭＳＮ及びＵＵＳ付加サービスの提

供に影響を与えない。

１．１３　パラメータ値

　本標準には適用されない。

１．１４　ＳＤＬ図

　本標準には適用されない。
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付録Ⅰ：網特有コード値

（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ２９６１．１に対する）

　ＡＴＭトラヒック記述子情報要素のサブフィールド識別子の値“１０１１１１１０”は網特有の使用の

ために予約される。
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　　第二部門委員会

　　　　

部門委員長 岡田  忠信 日本電信電話（株）

副部門委員長 藤岡  雅宣 国際電信電話（株）

副部門委員長 郷原　忍 （株）日立製作所

小林　昌宏 東京通信ネットワーク（株）

貝山  明 ＮＴＴ移動通信網（株）

武田  孝明 ｴﾇ･ﾃｨ･ﾃｨ･ﾃﾞｰﾀ通信（株）

萩原啓司 住友電気工業（株）

田中  公夫 ﾉｰｻﾞﾝﾃﾚｺﾑｼﾞｬﾊﾟﾝ（株）

稲見  任 富士通（株）

田中信吾 （財）電気通信端末機器審査協会

前川  英二 日本電信電話（株）

加藤  周平 沖電気工業（株）

飛田  康夫 三菱電機（株）

竹之内  雅生 国際電信電話（株）

保村  英幸 日本電信電話（株）

関谷  邦彦 （株）東芝

太田  正孝 （株）日立製作所

杉山  秀紀 日本アイ・ビー・エム（株）

富久田  孝雄 日本電気（株）

三浦  章 日本電信電話（株）

舟田　和司 国際電信電話（株）

竹内  宏則 松下通信工業（株）

三宅  功 日本電信電話（株）

加藤  聰彦 国際電信電話（株）

川勝  正美 沖電気工業（株）

原  博之 日本電信電話（株）



　　　　第二部門委員会　第二専門委員会

専門委員長 竹之内  雅生 国際電信電話（株）

副専門委員長 保村  英幸 日本電信電話（株）

副専門委員長 関谷  邦彦 （株）東芝

吉岡　宏泰 国際電信電話（株）

岸本  淳一 第二電電（株）

松川  佳洋 東京通信ネットワーク（株）

松田  博龍 東京通信ネットワーク（株）

三浦　公治 日本テレコム（株）

大羽  巧 日本電信電話（株）

片岡  広樹 日本電信電話（株）

皿田  隆広 大阪ﾒﾃﾞｨｱﾎﾟｰﾄ（株）

吉田  浩和 安藤電気（株）

金綱  哲一 アンリツ（株）

一條  輝城 岩崎通信機（株）

北畠  好章 沖電気工業（株）

川上  幸浩 オムロン（株）

谷津  尋之 キヤノン（株）

中尾  孝夫 シャープ（株）

野末  雄一郎 住友電気工業（株）

墨  豊 （株）大興電機製作所

岩佐  菊麿 （株）田村電機製作所

西田  肇夫 （株）東芝

花川  和久 東洋通信機（株）

船橋  好一 日本アイ・ビー・エム（株）

釼吉  薫 日本電気（株）

特別専門委員 雨宮  孝 日本電気（株）

中島  巳範 日本ユニシス（株）

田中  公夫 ﾉｰｻﾞﾝﾃﾚｺﾑｼﾞｬﾊﾟﾝ（株）

寺田  祐二 （株）日立製作所

山崎  貞二 （株）日立テレコムテクノロジー

常清  裕之 富士通（株）

石塚  利之 松下通信工業（株）

西川  宏 松下電器産業（株）

高瀬  譲 松下電送（株）

武田　博 三菱電機（株）

高山  明 ヤマハ（株）

並川  将典 （株）リコー

今井  尚雄 （株）アルファシステムズ

宮腰  浩一 中部電力（株）

小林  詠史 （財）電気通信端末機器審査協会

事務局 中村　剛万



　　　ＪＴ－Ｑ２９６１．１　検討グループ　（ＳＷＧ３）

　　　　　　
リーダー(*1) 雨宮  孝 日本電気（株）

サブリーダー 北畠  好章 沖電気工業（株）

サブリーダー 大羽  巧 日本電信電話（株）

特別専門委員 松本  修 国際電信電話（株）

特別専門委員 曽根　太郎 第二電電（株）

特別専門委員 古川  浩史 東京通信ネットワーク（株）

特別専門委員 早友  聡 日本電信電話（株）

特別専門委員 大井  貴 日本電信電話（株）

皿田  隆広 大阪ﾒﾃﾞｨｱﾎﾟｰﾄ（株）

金綱  哲一 アンリツ（株）

特別専門委員 藤沢  信利 岩崎通信機（株）

谷津  尋之 キヤノン（株）

中尾  孝夫 シャープ（株）

野末  雄一郎 住友電気工業（株）

墨  豊 （株）大興電機製作所

特別専門委員 大谷  克巳 （株）日立製作所

特別専門委員 北野  隆 富士通（株）

特別専門委員 星田  昌昭 松下通信工業（株）

特別専門委員 赤津  慎二 三菱電機（株）

特別専門委員 大橋  正典 ヤマハ（株）

特別専門委員 藤井  孝則 （株）リコー

　　　　　　　　　*1：特別専門委員


	　　



